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１．概要（Summary） 

 半導体製造装置などに多用されているアルミニウ

ム合金製真空装置では、高耐久で高真空特性を持つ表

面処理が求められている。最近弊社では、従来よりも

高耐久なアルミニウム合金用の新たな表面処理技術

を開発した。本研究では、この表面処理したアルミニ

ウム合金の真空特性について調べた。その結果、従来

より 10%から 30%向上した高い真空特性を持つこと

がわかった。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した共用設備：昇温脱離ガス分析装置、走査型

電子顕微鏡 

測定試料として従来処理と新処理したアルミニウ

ム合金を準備した。ガス放出特性の測定には、Fig. 1 

に示す山口大学の昇温脱離ガス分析装置を用いた。 

実験手順を以下に示す。①表面処理したアルミニウ

ム合金を試料管に挿入し、試料管を 120℃，その他装

置部を 140℃でそれぞれ 16 時間の初期化ベーキング

を行い、その後室温になるまで自然冷却を行った。試

料について相対湿度 50 %±0.5の空気を用いて 30分

間大気暴露を行った。③その後、2 時間の初期排気の

後、40 時間のガス放出量を測定した。なお、試料か

らのガス放出量を測定するため、試料無しで同様の測

定を行い、[試料有り測定]－[試料無し測定]により試料

からのガス放出量を見積った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Table1 に従来処理したアルミニウム合金と新処理

したアルミニウム合金のガス放出量の相対比較を示

す。新処理したアルミニウム合金のガス放出量は従来

処理のそれと比較して、70%から 90%と少なくなって

いることがわかる。これより、新処理したアルミニウ

ム合金は、従来より向上した真空特性を持つと言える。 

この新処理したアルミニウム合金は耐久性が高いこ

とも実現できているので、弊社が開発したアルミニウ

ム合金用新処理は種々のアルミニウム合金製真空装

置に好適である。 
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Table 1 Relative comparison of outgassing quantities 

between conventional and developed surface 

finished aluminum alloy materials. 

 Conventional Developed 

10hrs 1 0.73 

20hrs 1 0.86 

30hrs 1 0.90 

40hrs 1 0.93 

 
Fig. 1 Sｃｈｅｍａｔｉｃ diagram of apparatus for 

thermal desorption measurement.    


